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「世田谷区子ども・子育て支援事業計画」ニーズ調査 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

資料１—１ 

■ ご記入にあたってのお願い 
１． 調査票は、あて名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 
２． 回答は、あてはまる番号に〇をつけるか、数字をご記入ください。 
３． ご記入は、黒のボールペンや鉛筆でお願いします。 
４． 該当する質問には、すべてお答えください。 
５． 質問によっては、回答していただく方が限られる場合がありますので、

質問文をお読みいただき、ご記入ください。 
６． この調査票は、ご記入のうえ１０月１７日（水）までに、同封の封筒に

入れてご返送くださるようお願いいたします（差出人名は無記名で結構

です）。 
 

■お問合せ先 
世田谷区子ども・若者部子ども育成推進課 計画担当 
世田谷区世田谷 4－21－27  
電話：03－5432－2528 
FAX：03－5432－3016 

≪就学前児童調査票（案）≫ 
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問１ あて名のお子さんの生年月をお伺いします。 
 

平成     年     月 生まれ 

 

問2 あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。２人以上いらっしゃる場

合、末子の生年月をご記入下さい。 
 

お子さんの人数   人   末子の生年月 平成     年     月 生まれ 

 

問3 あなたは現在どちらにお住まいですか。町丁目でお答えください。 

（記入例：池尻１丁目、北沢２丁目、駒沢３丁目など） 
 

                  丁目 

 

問４ あて名のお子さんの父、母、祖父母の同居・近居（概ね 30分以内程度に行き来できる範

囲）の状況についてお伺いします。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。あてはま

る答えの番号すべてに○をつけてください。 

１．父母同居 ４．父同居（母の単身赴任） ７．祖父母近居 

２．父同居（ひとり親家庭） ５．母同居（父の単身赴任） ８．その他 

３．母同居（ひとり親家庭） ６．祖父母同居 〔具体的に：       〕 

 
問5 あて名のお子さんの子育てを主に行っている方はどなたですか。あてはまる答えの番号１

つに○をつけてください。続柄はあて名のお子さんから見た関係です。 

 

１．もっぱら母親が行う ４．主に父親が行うが母親も行う 

２．主に母親が行うが父親も行う ５．もっぱら父親が行う 

３．母親も父親も同じように行う ６．その他〔具体的に:                       〕 

 
問6 日常的あるいは緊急時等に、お子さんをみてもらえる親族、友人・知人はいますか。それ

ぞれについて、あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

３．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもない 

はじめに封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします 
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あて名のお子さんの、ご両親（父母）の就労状況についてお伺いします 
 
問7 現在の就労状況を（自営業、家族従事者含む）お伺いします。あてはまる答えの番号１つ

に○をつけてください。併せて、〔   〕に数字の記入をお願いします。 

 ※短時間勤務制度を利用されている方は、制度取得前の勤務時間でお答えください。  
（１）父親の就労状況はいかがですか 【母子家庭の場合は記載不要】 

１．フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事をしている 

（産休・育休・介護休業中は含まない） 

⇒１週あたり〔       〕時間 

⇒平均的に家を出る時間は何時ごろですか 〔    〕時〔    〕分ごろ 

⇒平均帰宅時間は何時ごろですか 〔    〕時〔    〕分ごろ 
 

２．フルタイムで仕事をしているが、現在産休・育休・介護休業中である 

３．フルタイム以外（パートタイム等）で仕事をしている 

⇒１週あたり〔       〕日 、 １日あたり〔       〕時間 

⇒１日あたりの往復通勤時間はどのくらいですか 〔       〕時間〔       〕分間程度 

※自宅で仕事をされている方は０時間０分と記入ください。 

⇒フルタイムへの転職希望はありますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。 

１．フルタイムへの転職希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転職希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．フルタイム以外での就労を続けることを希望 

４．フルタイム以外での就労をやめて子育てや家事に専念したい  
４．以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない 

５．これまでに仕事をしたことがない 
 
（２）母親の就労状況はいかがですか 【父子家庭の場合は記載不要】 

１．フルタイム（週５日、１日８時間程度の就労）で仕事をしている 

（産休・育休・介護休業中は含まない） 

⇒１週あたり〔       〕時間 

⇒平均的に家を出る時間は何時ごろですか 〔    〕時〔    〕分ごろ 

⇒平均帰宅時間は何時ごろですか 〔    〕時〔    〕分ごろ 
 

２．フルタイムで仕事をしているが、現在産休・育休・介護休業中である 

３．フルタイム以外（パートタイム等）で仕事をしている 

⇒１週あたり〔       〕日 、 １日あたり〔       〕時間 

⇒１日あたりの往復通勤時間はどのくらいですか 〔       〕時間〔       〕分間程度 

※自宅で仕事をされている方は０時間０分と記入ください。 

⇒フルタイムへの転職希望はありますか。あてはまる番号1つに○をつけてください。 

１．フルタイムへの転職希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転職希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．フルタイム以外での就労を続けることを希望 

４．フルタイム以外での就労をやめて子育てや家事に専念したい  
４．以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない 

５．これまでに仕事をしたことがない 

※自宅で仕事をされ
ている方は仕事の開
始時間と終了時間を
ご記入ください。 

※自宅で仕事をされ
ている方は仕事の開
始時間と終了時間を
ご記入ください。 
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問７-１ 問7-１以降は子育て中の母親の就労についてお伺いします。問7（２）母親の就労

状況で「４．以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」、「５．これまで

に仕事をしたことがない」を選ばれた方にお伺いします。今後の就労希望はありま

すか。あてはまる番号１つに○をつけ、該当する□内に数字をご記入ください。 

１．就労の予定はない ⇒問８へ 
 

２．１年より先、一番小さい子どもが     歳になったころに就労したい 
 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

   →希望する就労形態 ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

 イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 
 

                     →１週当たり    日、１日当たり        時間 
 

 
問７-２ 問７-１で「２」、「３」を選ばれた方にお伺いします。今後就労を希望する理由につ

いて、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．経済的に苦しいから 

２．ゆとりのある生活を望むから 

３．経済的に自立していたいから 

４．自己実現のため 

５．社会との関わりを持続したいから 

６．子どもから少し離れたいから 

７．自分の時間がほしいから 

８．子どもの手が離れるなど、時間に余裕がで

きるため 

９．その他〔具体的に：         〕 

 

問７-３ 問７-１で「２」、「３」を選ばれた方にお伺いします。就労希望があっても、現在働

いていない理由について、もっとも近い答えの番号１つに○をつけてください。 

１．子どもが小さい間は、働かずにいたい 

２．希望する教育・保育事業※が利用できない 

３．勤務時間や勤務地等子育てしながら働くことのできる適当な仕事がない 

４．自分の知識、経験を活かすことができるような希望にあう仕事がない 

５．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない 

６．ボランティア、ＰＴＡなどの活動に力を入れたいから 

７．その他〔具体的に：                              〕 

※この調査において「教育・保育事業」とは、【保育園、家庭的保育事業、小規模保育事業、事業所内保育事業、

認証保育所、保育室、保育ママ、企業主導型保育事業、認定こども園、幼稚園、ベビーシッターで、月単位で

定期的に受けている事業】としています。 

以下の設問も同様の定義です。事業の説明については、問11を参照してください。 
 

問８ 封筒のあて名のお子さんの出産の１年前から出産の１年後までの間に、母親の方は仕事を

やめましたか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。 

１．仕事をやめた ⇒問８-１へ 

２．仕事をやめていない（育休、転職も含む） 

３．出産１年前にすでに働いていなかった 

 

問９へ 

問７-２、 

問７-３へ 
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問８-１ 問８で「１．仕事をやめた」を選ばれた方にお伺いします。仕事をやめた理由につ

いて、あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。 

１．希望していた教育・保育事業が利用できなかったから 

２．希望する教育・保育事業が確実に利用できる見込みがなかったから 

３．利用できる教育・保育事業の保育時間が勤務時間に合わなかったから 

４．自分の体力が持たなかったから 

５．職場に、妊娠や出産をした人は離職するという雰囲気がある等両立を支援する雰囲気がなかったから 

６．子どもの病気等で度々休まざるを得なかったから 

７．つわりや産後の不調等体調が思わしくなかったから 

８．育児休業を取れそうになかったから 

９．育児休業の制度がなかったから 

10．短時間勤務、フレックス勤務、在宅勤務等希望する働き方を選択できなかったから 

11．配偶者・パートナーの勤務地の問題や転勤で、仕事を続けるのが難しかったから 

12．配偶者等家族の理解が得られなかったから 

13．妊娠・出産を機にやめるつもりでいたから 

14．その他〔具体的に：                              〕 

  

育児休業制度や短時間勤務制度の利用についてお伺いします 
 
問９ あて名のお子さんについて、父母のいずれかもしくは双方が育児休業制度を利用なさいま

したか。母親、父親それぞれについて、あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。

また、４を選ばれた方はあてはまる理由すべてを数字でご記入ください。 
 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

１．働いていなかった ⇒ 問１０へ 
 

２．取得した（取得中である） ⇒ 問９-１へ 
 

３．取得するつもりはなかった ⇒ 問１０へ 
 

４．取得したかったができなかった⇒ 問１０へ 

  ⇒ 

 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 
 

   ⇒取得期間       日間 
 

３．取得するつもりはなかった 
 

４．取得したかったができなかった 

  ⇒ 

 

 
 
 
 
 
 

できなかった理由 
（下からあてはまるものすべて選んでご記

入ください） 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則の定めがなかった）（自営業主、家族従業者含む） 

８．雇用形態等のため、育児休業の取得要件を満たさなかった 

９．その他〔具体的に：                             〕 

できなかった理由 
（下からあてはまるものすべて選んでご記

入ください） 
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問９-1 問９で母親が「2．取得した（取得中である）」と回答した方にお伺いします。 

 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．育児休業取得後、職場に復帰した ⇒ 問９-３～９-５へ 

２．現在も育児休業中である     ⇒ 問９-２へ 

３．育児休業中に離職した      ⇒ 問９-５へ 

 

問９-２ 問９-１で「２．現在も育児休業中である」と回答した方にお伺いします。希望する

時期に必ずお子さんを預けられる事業があった場合、あて名のお子さんが何歳何ヶ

月のときまで育児休業を取得しますか。おつとめ先の育児休業制度の期間内で、枠

内に数字でご記入ください。 

      歳    ヶ月 

 

問９-３ 問９-1で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にお伺いします。

育児休業から職場に復帰したのは、年度始めの保育所入所に合わせたタイミングで

したか。あるいはそれ以外でしたか。どちらか１つに○をつけてください。 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった   ２．それ以外だった 

  
問９-４ 問９-1で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にお伺いします。

育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。ま

た、「希望」としてはお子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。希望に

ついてはおつとめ先の育児休業制度の期間内で枠内に数字でご記入ください。 

実際      歳    ヶ月 希望      歳    ヶ月 

 
問９-5 問９で「２．取得した（取得中である）」と回答した方にお伺いします。おつとめ先

に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお

子さんが何歳何ヶ月の時まで取りたいまたは取りたかったですか。現在の制度では、

教育・保育事業の入園待機通知書をもらった方に限って、育児休業を延長して育児

休業給付金を最長２年までもらうことができますが、今回は、教育・保育事業の入

園待機を条件とせずに育児休業給付金を受け取ることができると仮定してお答えく

ださい。 

【育児休業給付金が２年まで出る場合】   【育児休業給付金が３年まで出る場合】 

     歳    ヶ月     歳    ヶ月 

 

 

⇒ 問９-５へ 
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問10 すべての方にお伺いします。あて名のお子さんについて、父母のいずれかもしくは双方が

短時間勤務制度を利用しましたか。母親、父親それぞれについて、あてはまる答えの番号

１つに○をつけてください。また、利用していない方はあてはまる理由すべてを数字でご

記入ください。 
 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

１．利用した・利用している 

⇒1週あたり        時間勤務 

２．利用するつもり 

３．利用していない 

  ⇒ 

 

１．利用した・利用している 

⇒1週あたり        時間勤務 

２．利用するつもり 
 

３．利用していない 

  ⇒ 

 
 
 
 
 
 
 
 
問10-1 問 10で母親または父親について「１．利用した・利用している」、「2．利用する

つもり」と回答した方にお伺いします。 

 あて名のお子さんが何歳のときまで短時間勤務制度を利用した、または、利用するつ

もりですか。それぞれあてまる数字を枠内にご記入ください。 

 

母親 父親 
 

     歳まで 

 

     歳まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

利用していない理由 
（下からあてはまるものすべて選んでください） 

利用していない理由 
（下からあてはまるものすべて選んでください） 

１．職場に短時間勤務制度がなかったため 

２．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があったため 

３．短時間勤務にすると給与が減額されるため 

４．短時間勤務にすると昇給・昇格などが遅れそうなため 

５．制度があることを知らなかったため 

６．特に利用する必要がなかったため 

７．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用したため 

８．その他〔具体的に：               〕 
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 あて名のお子さんの教育・保育事業の月単位の定期的な利用についてお伺いします 

問 11 現在、利用している、していないにかかわらず、あて名のお子さんの教育・保育事業とし

て「日常的に」利用したいと考える事業について、お子さんの成長にあわせて年齢ごとに最

も希望する事業を【A群：希望する教育・保育事業】から選んで第１希望の枠内に番号を記

入してください。（現在のお子さんの年齢以降、５歳までについてお答えください。）複数希

望する事業がある方は、第２希望以降の枠内に記入してください。（順位付けする必要はご

ざいません。） 

 また、その事業を希望する上で重視する条件について、あてはまる条件を【B群：事業を希

望する上で重視する条件】から３つまで選んで枠内に番号を記入してください。 

 
A群：第１希望 

A群：第２希望以降 
（ある方のみ） 

B群：重視する条件 
（３つまで） 

０歳    

１歳    

２歳    

３歳    

４歳    

５歳    
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【Ａ群：希望する教育・保育事業】 

１．区立、私立保育所 ＜認可保育施設＞ 

就労等の理由で保護者が保育できない場合に、

０歳から就学前の児童を、夕方あるいは夜まで保

育する施設。 
 

２．家庭的保育事業 ＜認可保育事業＞ 

家庭的な雰囲気のもと、運営事業者が借り上げ
たアパート等で、区が認定した家庭的保育事業
者が少人数（定員５人以下）の０歳から３歳未満
の児童を対象にきめ細やかな保育を行う事業。 
 

３．小規模保育事業 ＜認可保育事業＞ 

少人数（６～１９人）の０歳から３歳未満の児童を
対象に、家庭的保育に近い雰囲気のもと、保育
士や区が認定した家庭的保育者等がきめ細やか
な保育を行う事業。 
 

４．事業所内保育事業 ＜認可保育事業＞ 

会社等の事業所が設置する保育施設で、従業
員の子どもと地域の子どもを一緒に保育する事
業。 
 

５．認証保育所 

就労またはその他の理由で保護者が保育できな
い場合に、０歳から就学前の児童を、夕方あるい
は夜まで保育する東京都が認証した認可外保育
施設。 
 

６．保育室 

就労等の理由で保護者が保育できない場合に、
０歳から３歳未満の児童を、夕方あるいは夜まで
小規模な環境の小集団で保育する認可外保育
施設。 
 

７．保育ママ 

就労等の理由で保護者が保育できない場合に、
０歳から３歳未満の児童を、夕方あるいは夜まで
保育ママの自宅の家庭的な環境の中で保育す
る。 
 

８．企業主導型保育事業 

企業が主に従業員用に設ける保育施設で、従業
員の子どもと地域の子どもを一緒に保育する認可
外保育施設。 
 

９．認定こども園（教育標準時間認定枠） 

幼稚園と保育園の機能を併せ持つ認定こども園
で、３歳から就学前の児童が幼稚園の時間帯に
幼児教育を受ける枠。 
 

10．認定こども園（保育認定枠） 

幼稚園と保育園の機能を併せ持つ認定こども園

で、就労等の理由で保護者が保育できない０歳

から就学前の児童が、保育所の時間帯で保育・

幼児教育を受ける枠。 
 

11．区立幼稚園（通常の教育時間） 

保護者の就労等の有無や形態にかかわらず、４

歳から就学前の児童に対し、概ね 14時ごろまで

幼児教育を行う施設。 
 

12．区立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育） 

通常の教育時間終了後に、在籍する園において
午後４時３０分まで預かり保育を行う区立幼稚
園。 
 

13．私立幼稚園（通常の教育時間） 

保護者の就労等の有無にかかわらず、概ね３歳
から就学前の児童に対し、概ね 14時ごろまで幼
児教育を行う施設。 
 

14．私立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育） 

通常の教育時間終了後に、在籍する園において
夕方まで預かり保育を行う私立幼稚園。 
 

15．ベビーシッター 
 

16．保護者が子どもを見られるため、教育・保 

育事業の利用を希望しない 
 

17．就労はしているが、在宅勤務や子連れ出勤 

をしているため、教育・保育事業の利用を

希望しない 
 

18．その他 具体的に：   
 

 

【Ｂ群：事業を希望する上で重視する条件】（重視する条件を３つまでお選びください） 

１．教育・保育の内容や方針が希望にあう 

２．教員・保育者の質が高い 

３．施設や設備が充実している 

４．園庭が有る 

５．保育時間が利用希望にあう 

６．認可されている施設である 

７．保育料が適正である 

８．親の負担の程度が軽い 

９．親が運営・行事などに関わる機会が多い 

10．自宅からの距離が近い 

11．利用する駅や職場からの距離が近い 

12．その他〔具体的に：         〕 
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問11-１ 問11のA群で「1２．区立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育）」また

は「14．私立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育）」を選ばれた方にお

伺いします。 

 平日について、利用を希望する時間帯を数字でご記入ください。土曜日、夏休み等

の長期休暇中については、あてはまる番号１つに○をつけて、利用希望がある方は、

利用を希望する時間帯（夏休み等の長期休暇中については週何日くらいかも）を数

字でご記入ください。 
 

平日 

 

時    分から    時    分 

土曜日 

１．利用希望あり 

⇒    時    分から    時    分 

２．利用希望なし 

夏休み等の長期休暇中 

１．利用希望あり 

⇒    時    分から    時    分 

⇒週    日くらい 

２．利用希望なし 

 

問12 あて名のお子さんの現在の教育・保育事業の定期的な利用の有無についてお伺いします。

日頃、月単位で定期的に教育・保育事業を利用していらっしゃいますか。あてはまる番号

１つに○をつけてください。 
１．利用している  ⇒ 問１2-１～１2-6へ 

２．利用していない ⇒ 問１3へ 

 
問12-１ 問12で「１．利用している」を選ばれた方にお伺いします。あて名のお子さんは、

現在、どのような教育・保育事業を利用していますか。次の中から、利用されてい

る主なもの１つに○をつけてください。 

※事業の説明については、問11をご参照ください。 

１．区立、私立保育所 ＜認可保育施設＞ 

２．家庭的保育事業 ＜認可保育事業＞ 

３．小規模保育事業 ＜認可保育事業＞  

４．事業所内保育事業 ＜認可保育事業＞  

５．認証保育所 

６．保育室 

７．保育ママ 

８．企業主導型保育事業 

９．認定こども園（教育標準時間認定枠） 

10．認定こども園（保育認定枠）  

11．区立幼稚園（通常の教育時間）  

12．区立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育） 

13．私立幼稚園（通常の教育時間） 

14．私立幼稚園（通常の教育時間＋日常的な預かり保育） 

15．ベビーシッター 

16．その他〔具体的に：         〕 
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問12-２ 問12で「１．利用している」を選ばれた方にお伺いします。 

 現在、主に利用されている教育・保育事業の実施場所について、あてはまる番号１

つに○をつけてください。 

１．世田谷区内 ２．世田谷区外 

 

問12-３ 問 12で「１．利用している」を選ばれた方にお伺いします。１週あたり何日、１

日あたり何時間（何時から何時まで）教育・保育事業（延長保育なども含めます）

を利用していらっしゃいますか。時間は９：００～１８：００（例）のように、２

４時間表記でご記入ください。 

現在：１週当たり   日  １日当たり   時間 （   ：   ～   ：   ） 

 

問12-４ 問12で「１．利用している」を選ばれた方にお伺いします。 

 問12－３でお答えいただいた現在の利用時間は、希望通りですか。 

１．希望通りである ⇒ 問13へ ２．希望通りではない ⇒ 問１2-5、１2-6へ 

 

問12-５ 問12-４で「２．希望通りではない」を選ばれた方にお伺いします。 

 １週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）教育・保育事業（延長保

育なども含めます）を利用したいですか。時間は９：００～１８：００（例）のよ

うに、24時間表記でご記入ください。 

希望：１週当たり   日   

１日当たり   時間 （   ：   ～   ：   ） 

⇒ 20時以降の利用を希望される方は、あてはまる理由１つに○をつけてください 

１．正規の就業時間と通勤時間を合わせると20時を過ぎるから 

２．定期的に夜勤があるから 

３．残業しないと仕事が終わらないから 

４．きょうだいのお迎えがあるから 

５．親族の介護や手伝いが必要なため 

６．ご自身や親族の通院のため 

７．就業時間後に済ませたい用事があるから 

８．息抜きのため 

９．その他（      ） 
 

 



- 12 - 

問12-６ 問12-４で「２．希望通りではない」を選ばれた方にお伺いします。 

 現在の利用時間と希望する利用時間が一致しない理由について、もっとも近い答え

の番号１つに○をつけてください。 

１．利用している教育・保育施設で、延長保育や預かり保育を実施していない 

２．利用している教育・保育施設で、延長保育や預かり保育を実施しているが、延長時間が足りない 

３．利用している教育・保育施設で、延長保育や預かり保育を実施しているが、利用要件を満

たさないため利用できない 

４．利用している教育・保育施設で、延長保育や預かり保育を実施しているが、定員の都合等

で利用できない 

５．その他〔具体的に：                              〕 

 
 

すべての方に、あて名のお子さんの定期的な土・休日の保育について、希望をお伺いします 

 
問13 土曜日と日曜日・祝日に、教育・保育事業など（一時的な利用は除きます）の定期的な利

用希望がありますか。土曜日、日曜・祝日それぞれについて、あてはまる番号１つに○を

つけてください。※教育・保育事業などとは、保育所、幼稚園、認可外保育施設などの事

業を指し、親族・知人による預かりは含みません。 

【土曜日】 
 

１．ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯（24時間表記）をお答えください。 

２．月に１～２回は利用したい        （     ：     ～     ：     ） 

３．利用希望はない 
 

【日曜・祝日】 
 

１．ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯（24時間表記）をお答えください。 

２．月に１～２回は利用したい        （     ：     ～     ：     ） 

３．利用希望はない 

⇒ 利用したい理由について、主にあてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．日曜・祝日が正規の就業日として決められているから 

２．出勤のローテーションや出張等で日曜・祝日が含まれることがあるから 

３．平日に終えられなかった仕事を片付けるため出勤する必要があるから 

４．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

５．親族の介護や手伝いが必要なため 

６．ご自身や親族の通院のため 

７．息抜きのため 

８．その他（      ） 
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あて名のお子さんが病気やケガの時の保育についてお伺いします 

問14 教育・保育事業を利用している保護者の方（問12で１に○をつけた方）にお伺いします。

利用していない方は問15にお進みください。 

この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかっ

たことはありますか。あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．あった  ⇒ 問１4-１へ 

２．なかった ⇒ 問１5へ 

問14-１ 問 14で「あった」と答えた方にお伺いします。この１年間で通常の教育・保育事

業が利用できなかったときに、行った対処方法としてあてはまる番号すべてに○を

つけ、それぞれの日数も〔  〕内に数字で記入してください（半日程度の対応の

場合も１日とカウントしてください）。 

  

１．母親が休んだ 〔    〕日 

２．父親が休んだ  〔    〕日 

３．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 〔    〕日 

４．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 〔    〕日 

５．就労していない父親または母親がみた 〔    〕日 

６．病児・病後児の保育サービスを利用した 

 （保育所で実施しているサービスを含む） 
〔    〕日 

７．ベビーシッターを利用した 〔    〕日 

８．ファミリー・サポート・センター事業を利用した

（身近な地域で子育ての相互援助を行う会員制の仕組

み。乳幼児から小学校６年生までを対象に、預かりや

送迎の援助等を行う。）  

〔    〕日 

９．その他〔具体的に：         〕 〔    〕日 

 

問14-２ 問14-１で「1」～「４」を選ばれた方にお伺いします。今後、「病児・病後児の保

育サービスを利用したい」と思われますか。あてはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。「１」を選択された方は、問 14-1で回答した実績日数の合計の範囲内で年

間利用希望日数をお答えください。 
 

１．今後、病児・病後児の保育サービスを利用したい    年間     日 
 

２．利用したいとは思わない 
 

 

問１4-２へ 

問１5へ 

１年間あたり 
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すべての方に、あて名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う 

一時預かりについてお伺いします 
 

問15 この1年間で、日中の定期的な教育・保育事業の利用以外に私用（買い物、習い事、スポ

ーツ、美容院など）や冠婚葬祭、病気、就労などの目的で、家族・親族、友人・知人以外

の誰かにあて名のお子さんを一時的に預けたことはありましたか。ある場合はあてはまる

番号すべてに○をつけ、それぞれ１年間の利用日数を〔  〕内に数字でご記入ください。

（半日程度についても１日としてカウントしてください。） 

 
 

１．保育園の一時保育 〔    〕日 

２．幼稚園の預かり保育（不定期利用に限る） 〔    〕日 

３．ほっとステイ（子育てステーションやおでかけひろばなどで理由を問わず

０歳または１歳から未就学児までを一時預かる事業） 
〔    〕日 

４．ファミリー・サポート・センター事業（身近な地域で子育ての相互援助を行

う会員制の仕組み。乳幼児から小学校６年生までを対象に、預かりや送迎の

援助等を行う。） 

〔    〕日 

５．ベビーシッター（不定期利用に限る） 〔    〕日 

６．その他〔具体的に：                       〕 〔    〕日 

７．利用していない  

 

問15-1 今後、日中の定期的な教育・保育事業の利用以外に私用（買い物、習い事、スポー

ツ、美容院など）や冠婚葬祭、病気、就労などの目的で、一時預かり事業を利用し

たいと思いますか。利用希望の有無について、あてはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 
 

１．利用したい     ⇒ 問15-2へ 
 

２．利用する必要はない ⇒ 問16へ 
 

 

１年間あたり 
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問15-２ 問15-1で「１．利用したい」を選んだ方にお伺いします。最も利用したい事業を

問 15の選択肢１～６の中から１つだけ選んで番号をご記入ください。また、利用

目的について、あてはまる記号すべてに○をつけ、それぞれ１年間の希望日数を

〔  〕内に数字でご記入ください。（半日程度についても１日としてカウントして

ください。） 
 

【最も利用したい事業   】 
 

ア．私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等） 〔    〕日 

イ．リフレッシュ目的（自分の時間の確保、子どもから少し離れたい 等） 〔    〕日 

ウ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等 〔    〕日 

エ．不定期の就労 〔    〕日 

オ．親族の介護や看護 〔    〕日 

カ．その他（          ） 〔    〕日 

 

問16 この１年間に、保護者の状況（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、就労など）により、あて

名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預けなければならないことはありましたか（預け

先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、この1年間の対処方法として、あ

てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も〔  〕内に数字でご記入ください。 
 

 １年間の対処方法 1年間の泊数 

１．あった ア．（同居者を含む）親族・知人に預けた 〔    〕泊 

 イ．短期入所生活援助事業＊（ショートステイ）を利用した 

 ＊児童養護施設等で一定期間、子どもを預かってもらう事業 
〔    〕泊 

 ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）

を利用した 
〔    〕泊 

 
エ．仕方なく子どもを同行させた 〔    〕泊 

 
オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 〔    〕泊 

 
カ．仕方なく予定・用事をあきらめた 〔    〕泊 

 
キ．その他〔具体的に：                〕 〔    〕泊 

２．なかった 
 

 
 
 

１年間あたり 
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すべての方に、ひろば事業の利用についてお伺いします 

 
【おでかけひろば・子育てひろば】 

子育て中の親子が気軽に立ち寄り、交流できる場で、子育て相談や子育て情報の提供を通して、子育てに対

する不安の解消や負担感の軽減、地域の子育て支援機能の充実を図る事業です。区では、児童館や子育て

ステーション、おでかけひろばなどで事業を実施しています。 

 
問17 あて名のお子さんと一緒に、「おでかけひろば・子育てひろば」を利用したことがあります

か。次の中から、当てはまる番号１つに○をつけてください。また、おおよその利用回数

（頻度）をご記入ください。 
 

１．現在利用している⇒１月あたり〔    〕回 ⇒ 問１7-１へ 
 

２．現在は利用していないが、利用したことがある 

３．利用したことがない 
 

問17-１ 問 17で「1．現在利用している」を選んだ方にお伺いします。今後、利用日数を

増やしたいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけ、希望回数を〔  〕内

に数字でご記入ください。 
 

１．利用日数を増やしたい⇒１月あたり〔    〕回 
 

２．利用日数を増やしたいとは思わない 

 

問17-２ 問 17で「２」、「３」を選んだ方にお伺いします。今は利用していないが、今後、

利用したいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけ、利用する場合の希望回

数を〔  〕内に数字でご記入ください。 
 

１．利用したい⇒１月あたり〔    〕回 
 

２．利用したいとは思わない 

 
問17-３ 問 17で「２」、「３」を選んだ方にお伺いします。現在利用していない理由につい

て、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもが教育・保育事業を利用している 

２．開催時間や曜日などが自分の都合にあわない 

３．忙しくて利用できない 

４．こうした事業を知らなかった 

５．利用方法や利用してもよいのかどうかが分からなかった 

６．事業の内容・質に不安・不満がある 

７．近所でこうした事業がない 

８．他に子育て仲間と集まったり相談したりできる場がある 

９．特に必要だと感じない 

10． その他〔具体的に：                              〕 
 

問１7-２、問１7-３へ 
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すべての方に、災害時のことについてお伺いします 

問18 お宅では災害時の対応のために、次のようなことを家族で話し合ったことはありますか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．地震が起きたときにすぐとるべき行動 

２．火災が起きたときにすぐとるべき行動 

３．一次避難場所 

４．避難ルート 

５．家族との待ち合わせ場所 

６．家族との連絡の取り方 

７．家族と連絡が取れないときの行動 

８．その他〔             〕 

９．話し合ったことはない 

 

問19 災害時などにご家族以外にあて名のお子さんに関して手助けをしてくれる知人・友人は近

所にいますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．近所にいる ２．近所にはいない 

 

問20 あて名のお子さんのために災害対策として備えているものはありますか。あてはまる番号

すべてに○をつけてください。 

１．離乳食 

２．粉ミルク、ほ乳瓶 

３．飲料水 

４．紙おむつ 

５．おしりふき・ウエットティッシュ 

６．懐中電灯・ランタン 

７．防寒具 

８．軍手 

９．非常用バッテリー・電池 

10．多機能ラジオ 

11．簡易トイレ 

12．防災ずきん・ヘルメット 

13．薬 

14．防災くつ 

15．その他〔具体的に：         〕 

16．備えているものはない 

 

 

すべての方に、子育て全般についてお伺いします 

 

問21 妊娠中や出産直後のことについてお伺いします。妊娠中や産後は精神的に安定していまし

たか。それぞれ、あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

 とても安定して

いた 

まあ安定して 

いた 

やや不安定に 

なった 

とても不安定に 

なった 

①妊娠前期 １ ２ ３ ４ 

②妊娠中期 １ ２ ３ ４ 

③妊娠後期 １ ２ ３ ４ 

④出産直後 １ ２ ３ ４ 
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問22 あて名のお子さんを妊娠している時に、身近な方で気にかけてくれた、助けてくれたと感

じる方について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．配偶者（パートナーを含む） 

２．同居の父母 

３．里帰り出産をした際の父母 

４．近居父母(概ね30分以内で行き来できる範囲) 

５．遠居の父母 

６．父母以外の親族 

７．子育て支援ヘルパー、ベビーシッター 

８．友人、知人 

９．近所の人 

10．助けてくれたと感じられなかった 

11．その他〔具体的に：         〕 

 

問23 あて名のお子さんを出産した直後の子育て環境について、一緒にお子さんの子育てや家事 

をお手伝いしてもらったと感じる方について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．配偶者（パートナーを含む） 

２．同居の父母 

３．里帰り出産をした際の父母 

４．近居父母(概ね30分以内で行き来できる範囲) 

５．遠居の父母 

６．父母以外の親族 

７．子育て支援ヘルパー、ベビーシッター 

８．友人、知人 

９．近所の人 

10．お手伝いしてもらったと感じられなかった 

11．その他〔具体的に：         〕 

 

問24 子育てについて、楽しいと感じることが多いと思いますか。辛いと感じることが多いと思

いますか。あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．楽しいと感じることの方が多い 

２．どちらかというと、楽しいと感じることの方が多い 

３．楽しいと感じることと、辛いと感じることが同じくらい 

４．どちらかというと、辛いと感じることの方が多い 

５．辛いと感じることの方が多い 

６．その他〔具体的に：                              〕 

 

問25 子育てについて、心配ごとや悩みごとはありますか。あてはまる番号すべてに〇をつけて

ください。 

１．養育費や教育費など経済的な負担 

２．子どもの発達・発育 

３．子どものしつけや接し方 

４．子どもにとって望ましい事業・サービス利用の選択 

５．子どもの健康状態 

６．自分の健康状態 

７．自分（配偶者含む）の親の健康状態 

８．育児の負担 

９．家事の負担 

10．仕事の負担 

11．家族の介護の負担 

12．保護者同士の人間関係 

13．その他 具体的に 

 

14．特にない 
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問26 子育てについて、心配ごとや悩みごとがある時、誰に相談しますか。あてはまる番号すべ

てに〇をつけてください。 

１．配偶者 

２．その他の家族・親族 

３．学生時代の知人・友人 

４．職場や仕事上の知人・友人 

５．近所の知人、友人 

６．子どもを介して知り合った友人 

７．facebook・instagram・ツイッター等を介して知り合った友人 

８．民生・児童委員、主任児童委員  

９．かかりつけ医 

10．看護師・助産師 

11．保育園や担任保育士 

12．幼稚園や担任教諭 

13．おでかけひろば・子育てひろばのスタッフ 

14．地域の子育て支援団体のスタッフ 

15．その他〔具体的に：         〕 

16．インターネット等で自分で調べて解決する 

17．相談できる人はいない 
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問27 子育てについて、心配ごとや悩みごとがある時に相談できる以下の事業や窓口等を知って

いますか。それぞれの項目について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 知っていて利用

したことがある 

知っているが利用

したことはない 
知らない 

①世田谷版ネウボラのネウボラ・チーム 

（各地域の総合支所に配置された保健師・

母子保健コーディネーター・子育て応援相

談員で構成され、妊娠中のすべての方を対

象に妊娠期面接を行うほか、日常的に出

産・育児などの不安や悩みの相談を受ける） 

１ ２ ３ 

②子ども家庭支援センター 

（各地域の総合支所で、母子・父子・女性

相談、保育入園相談、子育て総合相談、ひ

とり親の手当てなどの相談を受ける） 

１ ２ ３ 

③地域子育て支援コーディネーター 

（おでかけひろばなどの身近な場所で、子

育て支援に関する情報の提供や相談・助言

を行う） 

１ ２ ３ 

④福祉の相談窓口 

（家族の介護や子育ての不安、病気や障害

の悩みなど、様々な相談を身近な地区で受

けられるよう区内２７地区のまちづくりセ

ンターに設置された窓口） 

１ ２ ３ 

⑤教育相談室 

（教育相談員が保護者の方の相談に応えな

がら、お子さんに対しても必要に応じた心

理的な援助を行う施設） 

１ ２ ３ 

⑥子育てテレフォン 

（妊娠中の方からの相談や子育てに関する

相談を専門の相談員が電話にて受けつける

事業） 

１ ２ ３ 

⑦児童相談所 

（保護者や18歳未満の子どもからの相談を

児童福祉司、心理職、医師等の専門スタッ

フが対応する専門相談機関） 

１ ２ ３ 

⑧せたホッと 

（世田谷区に在住・在学している子どもの

権利侵害があったときなど、問題の解決の

ために子どもをサポートする機関） 

１ ２ ３ 

⑨その他行政相談窓口 １ ２ ３ 

⑩民間の電話相談等 

（民間の企業が実施している電話での相談

支援事業） 

１ ２ ３ 
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問28 あなたは、子育て支援サービス・制度に関する情報は、どちらから入手していますか。あ

てはまる番号すべてに〇をつけてください。 

１．親族 

２．近所の人、知人、友人 

３．保育園や担任保育士 

４．幼稚園や担任教諭 

５．おでかけひろば・子育てひろば 

６．地域子育て支援コーディネーター 

７．児童館 

８．区役所・出張所・まちづくりセンター 

９．子ども家庭支援センター（総合支所） 

10．病院 

11．区のお知らせ「せたがや」（広報誌） 

12．せたがや子育て応援ブック 

13．テレビ、ラジオ、新聞 

14．市販の子育て情報誌、育児書 

15．せたがや子育て応援アプリ 

16．facebook・instagram・ツイッター等のSNS 

17．SNS以外のインターネット 

18．コミュニティ誌 

19．その他〔具体的に：         〕 

20．情報の入手手段がわからない 

 

問29 子どもが成長するうえで、大切だと思っていることについて、あてはまる番号３つまで○

をつけてください。（近い将来のことも含めたお考えをお聞かせください） 

１．たくさんの友達との関わり 

２．家族とのふれあい 

３．自由でのんびりする時間 

４．好きなことを思い切りやる時間 

５．地域の見守り 

６．自然の中での遊び体験 

７．いろいろとチャレンジする機会 

８．ＩＣＴに関する体験 
９．学校の勉強 

10．有名学校への進学 

11．小さいときからの英語教育、スポーツ教育 

12．その他〔具体的に：         〕 

 

問30 あなたが子育てするうえで足りていないと感じていることについて、あてはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

１．子どもが十分に学習、勉強できる環境 

２．子どもが安全に生活できる環境 

３．子どもにとって危険の無い生活 

４．子どもが家族と過ごす時間 

５．子どもの自立を促す取組 

６．子どもたちが自分たちのことを自分たちで

決める機会 

７．子どもにとって充実した食生活 

８．子どもが自由に遊ぶ時間 

９．子どもが思いきり体を動かして遊ぶ環境 

10．親子で過ごせる場所 

11．父子で過ごせる場所やイベント 

12．子どものゆとりある生活 

13．親が自由に過ごせる時間 

14．地域での支えあい 

15．子育て経験者からのアドバイス 

16．その他〔具体的に：         〕 
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問31 あなたは、第１子が生まれる前に、ご自分のきょうだい、親戚や近所の赤ちゃん（１歳く

らいまで）のお世話で次のことをしたことがありますか。それぞれ、あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 たくさんある まあまあある 少しある ない 

①オムツ替え １ ２ ３ ４ 

②離乳食をあげる １ ２ ３ ４ 

③抱っこ １ ２ ３ ４ 

 

問32 地域における様々な子ども・子育て支援は、地域の方々が担っています。将来、子育てが

落ち着いたあと、地域の子ども・子育て支援に携わってもよいと感じますか。あてはまる

番号１つに〇をつけてください。 

１．すでに携わっている 

２．携わってもよい 

３．携わりたくない 

４．わからない 

 
 

この調査票の回答者の方にお伺いします 

 

問33 この調査票にご記入いただいた方はどなたですか。あてはまる番号１つに〇をつけてくだ

さい。（あて名のお子さんからみた関係でお答えください。） 

１．母親 

２．父親 

３．祖母 

４．祖父 

５．その他〔具体的に：         〕 

 

問34 この調査票を、ご記入いただいた方の年代について、あてはまる番号１つに〇をつけてく

ださい。 

１．20歳未満 

２．20～24歳 

３．25～29歳 

４．30～34歳 

５．35～39歳 

６．40～44歳 

７．45～49歳 

８．50～54歳 

９．55～59歳 

10．60歳以上 

 

問35 この調査票を、ご記入いただいた方は、現在のご住所に居住されて何年になりますか。あ

てはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．１年未満 

２．１年以上３年未満 

３．３年以上５年未満 

４．５年以上10年未満 

５．10年以上15年未満 

６．15年以上 
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問36 家族や親族に介護を必要とする方がいますか。あてはまる番号すべてに〇をつけてくださ

い。 

１．介護が必要な人がいる（同居） 

２．介護が必要な人がいる（別居） 

３．介護が必要な人はいない ⇒ 問３7へ 

 

問36-１ 問 36で「１」、「２」を選んだ方にお伺いします。あなたもしくは配偶者はその方

の介護をどの程度していますか。あてはまる番号１つに〇をつけてください。 

１．日常的にしている 

２．週３～４回程度している 

３．週１～２回程度している 

４．月数回程度している 

５．介護はしていない 

 

問37 世帯収入についてお伺いします。昨年の年間の世帯の総収入はどのくらいですか。あては

まる番号１つに○をつけてください。（生計を一つにする世帯の収入でお答えください。） 

１．100万円未満 

２．100～300万円未満 

３．300～500万円未満 

４．500～700万円未満 

５．700～1,000万円未満 

６．1,000～1,500万円未満 

７．1,500～2,000万円未満 

８．2,000万円以上 

 

最後に世田谷区での子育てについてお伺いします 

 

問38 世田谷区で子育てをしていて、子育てをしやすいまちだと感じますか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。 

１．とても子育てしやすいと感じる 

２．子育てしやすいと感じる 

３．あまり子育てしやすいと感じない 

４．まったく子育てしやすいと感じない 

 
最後に、子育てに関するご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
質問は以上です。お忙しいところ、ご回答いただきまして、ありがとうございました。 

同封の返信用封筒で、10月17日（水）までにご返送ください。 

問３6-1へ 


